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山山山山のののの気象気象気象気象をををを知知知知るるるる
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山山山山のののの気象気象気象気象をををを知知知知るるるる意味意味意味意味

• なぜ知る必要があるか？

– 事故を起こさないため

– 少ないチャンスを確実に生かすため

• そのためには？

– ？（気象予報士の資格を取る）？

– 普段から気象に関心をもつ

– 過去に学ぶ

• 下界との違いは？

– 地形的な差

– 高度の差

– 情報ツールの不足

• ポイント

– 天気図を描くだけで終わりになっていたが、現在では技術の進歩で高精度な
天気図を容易に得ることができる。今回はその天気図を使ってどのような気

象予測をするかに焦点を当てた。

スタイルスタイルスタイルスタイルにににに合合合合ったったったった天気予報天気予報天気予報天気予報

• 山行は土日中心

– 最大3日の気象情報があれば事足りる

– その時点での気象情報はあまり意味をなさない

– もちろん気象通報からの天気図も長期山行には必要

– ただし気圧配置と前線の位置がわかれば十分

• 岩登り中心

– 積雪期： 氷、雪の状態いかんで条件変わる

– 無雪期： 雨が最大の関心事

• まとめ：山の天気を知るには・・

– 通常の気象情報からある程度の加工が必要

– 事前の気象動向把握が効く

– 自分のスタイルに合った気象情報を得ること

日本付近日本付近日本付近日本付近でででで典型的典型的典型的典型的なななな気圧配置気圧配置気圧配置気圧配置

• ●冬型の気圧配置（西高東低）→西に高気圧、東に低気圧で日本付近は等圧線が込んでいることから、

北西の風及び寒気が流れ込み、日本海側で雪または雨、太平洋側では晴天といった天気をもたらす。

日本海付近で等圧線がくの字型に曲がる「里雪型」と、日本付近で等圧線が平行になる「山雪型」とに細

分される。厳密には、小規模で短期間の西高東低は「冬型の気圧配置」とは呼ばない。

• ●夏型の気圧配置（盛夏型、鯨の尾型）→日本付近が太平洋高気圧に覆われており、基本的に晴天で

湿潤な天気をもたらす。

• 南高北低→日本の南西にある高気圧が日本付近を広く覆い、日本の北東を低気圧が進んでおり、基本

的に天気は回復傾向で晴天をもたらす。夏型の気圧配置をも含めて指すことが多い。

• 東高西低→夏型の気圧配置。太平洋高気圧が日本の東方海上から張り出し、大陸方面が低圧部となる

型。夏季の平均的気圧分布である。

• 北高型の気圧配置→名前の通り、着目している地点の北側に高気圧があり、北東の風が入り込んで曇

りや雨の天気をもたらす。

• 梅雨型の気圧配置→日本の南東に太平洋高気圧、北東にオホーツク海高気圧があり、その間を梅雨前

線が停滞し、前線付近では長雨、前線の南北では蒸し暑い晴天をもたらす。

• ●南岸低気圧型の気圧配置→台湾付近で発生した低気圧が、寒気を伴って日本の南岸を進みながら

発達し、広範囲で強風と曇天、低気圧や前線付近では激しい雷雨や大雪をもたらす。冬から春にかけて

多く見られる。

• ●二つ玉低気圧型の気圧配置→日本海側と太平洋側に2つの低気圧が並んで発生し、広範囲で強風や

大雨、吹雪や大雪をもたらす。2つの低気圧が近いほど悪天候になり、低気圧の間に閉塞前線が発生す

ることもある。冬から春にかけて多く見られる。

• 日本海低気圧型の気圧配置→中国・黄海・朝鮮半島付近で発生した低気圧が急速に発達しながら日本

海を東に進み、比較的温暖となり、強風や大雨をもたらす。冬の場合は大雪となることもある。春の場合

は春一番の突風を吹かせることがあるほか、メイストームと呼ばれる荒天をもたらすこともある。

アタマに入れるべき典型的図は●の四つだけ!!
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春秋春秋春秋春秋のののの気圧配置気圧配置気圧配置気圧配置

• 揚子江気団の一部が進んできた

移動性高気圧と、東シナ海で発

達した温帯低気圧が１週間くらい

の周期で日本付近を西から東へ

移動する。

• 天気の特徴：移動性高気圧にお

おわれているときは天気がよく、

低気圧がきて天気が崩れるという

周期的な変化をする。

• 秋雨前線は例外。梅雨前線との

違いは引っ張ってくるのが寒冷前

線である。梅雨前線は停滞前線

であることが多い。

秋雨前線

夏夏夏夏のののの気圧配置気圧配置気圧配置気圧配置

• 日本の南や東にある小笠原気団

の勢力が強くなり、大陸に低気圧

がありながら日本付近に張り出し

てくる。このため気圧配置が南高

北低になる。

• 天気の特徴：小笠原気団からの風

が日本付近でゆるい南東の湿っ

た季節風となる。湿った季節風に

より、蒸し暑い日が続く。カンカン

照りの日も続くため、積乱雲が発

達しやすく、雷や夕立が多く発生

する。

• 急激な上昇気流に注目!!

南高北低型

盛夏型

冬型冬型冬型冬型のののの気圧配置気圧配置気圧配置気圧配置

• 図1を見ると東シナ海に高気圧があり、

北海道の東海上に低気圧がある。日

本付近の等圧線はほぼ南北にのびて

縦縞模様となっている。

• 高気圧からは時計回りに風が吹き出し、

低気圧には反時計回りに風が吹き込

む。このため、日本付近は北や北西の

方向から風（季節風）が吹く（図2）。

• 北西の季節風は大陸では冷たく乾いて

いるが、日本海を渡るとき海から熱や

水蒸気の補給を受けるため、下層の大

気が不安定となり、この結果対流が起

こり、雲が発生する。発生した雲はその

まま季節風に乗って本州などの山脈に

さしかかって日本海側を中心に雪を降

らせる。

まとめ

安定した気圧配置をイメージし、それに枝

葉をつけて不安定要素を考える

図1 西高東低の気圧配置

（2004年1月14日地上天気図）

図2 冬型の気圧配置の場合の風の流れ

（2004年1月14日地上天気図）

考考考考えるえるえるえるアプローチアプローチアプローチアプローチ：：：：トムラウシトムラウシトムラウシトムラウシ遭難遭難遭難遭難

• 50代から60代のツアー客が参加した2泊3日の縦走。7月14日、東川町の

旭岳温泉からロープウエーで標高1610mの姿見駅に上がり、大雪山の最

高峰の旭岳（2291m）を登頂、白雲岳避難小屋に泊まった。2日目、雨の

なか忠別岳、五色岳を経由する長い距離を移動し、ヒサゴ沼避難小屋泊。

最終日、小屋を出発し広い尾根道に上がり、北沼からトムラウシ山頂、十

勝側のトムラウシ温泉登山口に下山する予定だった。事故はこの最終日

に起きた。

• 一行は北沼にあがる急坂ロックガーデンで強風に見舞われた。巨岩で転

倒が相次いだ。ようやく登りついた北沼は、暴風雨のために波立ってい

た。傍の登山道は増水して川と化した。ガイド3人とツアー登山者15人は

この川を濡れながら渡った。その直後、女性登山者1人が動けなくなり、

悲劇が始まる。

• 最終日は、好天なら8時間ほどの行程。だが、強風と降雨のなか自力で

下山した生存者は20時間近くかかった。避難小屋頼りの縦走。歩き続け

るしかなかった。

• コメント：ガイドを非難することはできない。その是非よりも気象遭難として

理解することが重要。
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トムラウシトムラウシトムラウシトムラウシのののの位置位置位置位置

トムラウシトムラウシトムラウシトムラウシのののの気象気象気象気象をををを知知知知るにはるにはるにはるには

• Keyは「美瑛」

• 最高と最低気温の差

• 風向き

日 降水量(mm気温(℃) 風向・風速(m/s) 日照

合計 平均 最高 最低 平均 最大風速 最大瞬間 最多 時間

風速 風速 風向 風速 風向 風向 (h)

7/10 19.5 12.5 15.5 9.2 1.5 3.7 北西 8.2 北北西 北北西 0

11 0 13.6 17.5 9.3 0.7 1.9 東南東 2.9 北西 東南東 0

12 0 19 25.8 14.1 1.2 2.8 西 4.7 西 西南西 6.8

13 13.5 16 17.4 14 1.5 3.3 北北西 9 北北西 北北西 0

14 0 18.9 25.5 14.5 1.1 2.9 東 7 北西 北北西 8.5

15 9 18.1 21.7 15.8 2.2 4.5 南南東 9 南 南 0.5

16 1.5 15.7 19.1 10.8 1.7 4.1 西南西 9.1 西南西 北北西 0.1

上川支庁　美瑛 

標高：美瑛町役場：350m、旭岳：2291m、7/16の体感温度は瞬間的に-9.4℃

まとめ：典型的気圧配置が続いたあとに控えているのは激烈な気象変化（豪雨、雷雨、大

雪、竜巻など）

山山山山のののの気象気象気象気象をををを事前事前事前事前にににに知知知知るにはるにはるにはるには

• ラジオの気象情報から天気図を書くのが古典的な方法。これ

は練習しないとできなくなる。→社会人ができますか？→ス

タイルに合った天気予報が必要。

• 天気図の推移が動画化されているテレビの天気予報→なか

なか良いが理想の時間にやらない。

• インターネットから→タイムリーに必要な詳細情報。

• 山用に情報加工するなら、気象関連サイトにて予報から基礎

データまで無料で入手出来る。

– 天気予報・天気図・降水確率図・アメダス図・ひまわり画像・警報

– 短期のみ：雨雲の動き（2時間前～5時間後）

– 過去の気象データ、ウインドプロファイラ
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現場現場現場現場ではではではでは

• 情報ツールの不足

– 事前の情報収集

– 携帯電話の活用

• 短時間で決断の必要性

– 事前の情報収集

– 観天望気の利用

• 地形を考慮する必要

– 風向・風力

– 周囲の状況（例：富士山を見る）

• 問題：

– 船舶免許の試験で、「現代においては天気予報が発達しているため、

出航にあたり観天望気の必要はない」事の正否

観天望気観天望気観天望気観天望気とはとはとはとは？？？？

• 自然現象や生物の行動の様子などから天気を予想すること。

またその元となる条件と結論を述べた、天気のことわざのよ

うな伝承。古来より漁師、船員などが経験的に体得し使って

きた。英語の Weather lore は、気象伝承を意味する。天気

占いとも呼ばれる

実実実実はははは楽楽楽楽しいのでやってみるしいのでやってみるしいのでやってみるしいのでやってみる価値価値価値価値ありありありあり

楽楽楽楽しいしいしいしい観天望気観天望気観天望気観天望気（（（（１１１１））））

• カエルカエルカエルカエルがががが死死死死んでいるとんでいるとんでいるとんでいると雨雨雨雨 →→→→論外論外論外論外

• 星星星星ががががキラキラキラキラキラキラキラキラまたたくとまたたくとまたたくとまたたくと翌日風翌日風翌日風翌日風がががが強強強強くなるくなるくなるくなる（（（（○○○○））））

– 上空上空上空上空でででで風風風風がががが強強強強いといといといと、、、、空気空気空気空気のののの密度密度密度密度のののの大大大大きいところときいところときいところときいところと小小小小さいとこさいとこさいとこさいところのろのろのろの動動動動きがきがきがきが激激激激しくなりしくなりしくなりしくなり、、、、星星星星のののの光光光光のののの強強強強さやさやさやさや

色色色色をををを変動変動変動変動させてまたたくようにさせてまたたくようにさせてまたたくようにさせてまたたくように見見見見えるえるえるえる。。。。上空上空上空上空のののの強風強風強風強風はははは翌日翌日翌日翌日、、、、日射日射日射日射でででで地面地面地面地面がががが暖暖暖暖まるとまるとまるとまると地上地上地上地上へへへへ降降降降りてりてりてりてくるくるくるくる

ことになることになることになることになる。。。。

• 星星星星がまたたくとがまたたくとがまたたくとがまたたくと雨雨雨雨（（（（◎◎◎◎））））

– 温暖温暖温暖温暖なななな空気空気空気空気とととと寒冷寒冷寒冷寒冷なななな空気空気空気空気などなどなどなど性質性質性質性質のののの違違違違うううう空気層空気層空気層空気層をををを通過通過通過通過するときにするときにするときにするときに、、、、星星星星からのからのからのからの光光光光はわずかにはわずかにはわずかにはわずかに屈折屈折屈折屈折すすすす

るるるる。。。。またたきがまたたきがまたたきがまたたきが強強強強いときはいときはいときはいときは、、、、こうしたこうしたこうしたこうした空気空気空気空気のののの流流流流れれれれにににに異常異常異常異常があるとがあるとがあるとがあると考考考考えられえられえられえられるるるる。。。。それはそれはそれはそれは低気圧低気圧低気圧低気圧のののの接近接近接近接近

のののの前面前面前面前面でででで起起起起こることがこることがこることがこることが多多多多くくくく、、、、いつもよりもいつもよりもいつもよりもいつもよりも星星星星のまたたきがのまたたきがのまたたきがのまたたきが強強強強いときにはいときにはいときにはいときには天気天気天気天気がががが崩崩崩崩れるとれるとれるとれると予想予想予想予想できできできできるるるる。。。。

• カエルカエルカエルカエルがががが鳴鳴鳴鳴くとくとくとくと雨雨雨雨（（（（△△△△））））

– カエルカエルカエルカエルはははは両生類両生類両生類両生類でででで皮膚皮膚皮膚皮膚はははは粘膜粘膜粘膜粘膜でででで覆覆覆覆われわれわれわれておりておりておりており、、、、常常常常にににに湿湿湿湿っていっていっていっているるるる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。住住住住むむむむ場所場所場所場所やややや種類種類種類種類にににに

よってよってよってよって差異差異差異差異はあるがはあるがはあるがはあるが、、、、晴天続晴天続晴天続晴天続きできできできで空気空気空気空気がががが乾燥乾燥乾燥乾燥してくるとしてくるとしてくるとしてくると、、、、じっとしてじっとしてじっとしてじっとして元気元気元気元気がなくなりがなくなりがなくなりがなくなり、、、、雨雨雨雨がががが近近近近づきづきづきづき空気空気空気空気

がががが湿湿湿湿ってくるとってくるとってくるとってくると元気元気元気元気になってなきになってなきになってなきになってなき始始始始めるめるめるめる、、、、というのがというのがというのがというのが通説通説通説通説。。。。カエルカエルカエルカエルとよくとよくとよくとよく似似似似たたたた立場立場立場立場のののの動物動物動物動物ににににヘビヘビヘビヘビががががいいいい

るるるる。。。。ヘビヘビヘビヘビははははハハハハ虫類虫類虫類虫類だがだがだがだが、、、、カエルカエルカエルカエル とととと同様同様同様同様にににに雨雨雨雨のののの直前直前直前直前によくによくによくによく人人人人のののの目目目目につくにつくにつくにつく場所場所場所場所にににに現現現現れるようでれるようでれるようでれるようで、、、、「「「「ヘビヘビヘビヘビがががが

現現現現れるれるれるれるとととと雨雨雨雨」」」」とかとかとかとか、、、、「「「「ヘビヘビヘビヘビがががが木木木木にににに登登登登るとるとるとると雨雨雨雨」」」」などとなどとなどとなどと言言言言わわわわれるれるれるれる。。。。ミミズミミズミミズミミズにもにもにもにも同様同様同様同様のことのことのことのこと わざがわざがわざがわざがあるあるあるある。。。。

• 月月月月やややや太陽太陽太陽太陽にににに「「「「かさかさかさかさ」」」」がかかっていたらがかかっていたらがかかっていたらがかかっていたら雨雨雨雨（（（（◎◎◎◎））））

– ここでここでここでここでいいいいううううカサカサカサカサというのはというのはというのはというのは、、、、太陽太陽太陽太陽やややや月月月月のののの周周周周りにできるりにできるりにできるりにできる光光光光のののの輪輪輪輪((((ハロハロハロハロ))))のことのことのことのこと。。。。上空上空上空上空をををを巻層雲巻層雲巻層雲巻層雲がががが覆覆覆覆ううううとととと、、、、雲雲雲雲

中中中中のののの氷氷氷氷のののの粒粒粒粒ががががプリズムプリズムプリズムプリズムのののの役目役目役目役目をしをしをしをし、、、、太陽太陽太陽太陽のののの光光光光がががが屈折屈折屈折屈折してしてしてして輪輪輪輪にににに見見見見えるえるえるえる現象現象現象現象。。。。このこのこのこの巻層雲巻層雲巻層雲巻層雲はははは温暖前線温暖前線温暖前線温暖前線

がががが接近接近接近接近するするするする前前前前にににに現現現現れることがれることがれることがれることが多多多多いのでいのでいのでいので、、、、ここここれがれがれがれが見見見見られるとられるとられるとられると天気天気天気天気はははは悪悪悪悪くなるとくなるとくなるとくなると予測予測予測予測できできできできるるるる。。。。しかししかししかししかし、、、、的的的的

中率中率中率中率はははは60%60%60%60%程度程度程度程度。。。。一部一部一部一部がががが切切切切れてれてれてれて見見見見えないえないえないえないカサカサカサカサがががが現現現現れるこれるこれるこれることがあるとがあるとがあるとがあるがががが、、、、これはこれはこれはこれは「「「「やぶれがさやぶれがさやぶれがさやぶれがさ」」」」といってといってといってといって、、、、

天気天気天気天気にはにはにはには無関係無関係無関係無関係。。。。

楽楽楽楽しいしいしいしい観天望気観天望気観天望気観天望気（（（（２２２２））））

• ネコネコネコネコがががが顔顔顔顔をををを洗洗洗洗ったらったらったらったら雨雨雨雨（（（（××××））））

– 通説では、雨が近づき湿気が増すと、ひげがしなってくるので顔を洗うと言われるが、

かなり疑わしい。

• 飛行機雲飛行機雲飛行機雲飛行機雲のあとがのあとがのあとがのあとが残残残残ったらったらったらったら雨雨雨雨（（（（消消消消えたらえたらえたらえたら晴晴晴晴れれれれ）））） （（（（××××））））

– 燃焼ガスや水蒸気、飛行の際に生じる空気の急激な膨張や渦などによって発生する。

ジェット機が激しく飛び交う近年ではいつどこででも見ることができ、天気の変化には

関係がないとされている。

• 朝霧朝霧朝霧朝霧が出ると晴れ（○）

– 朝に濃い霧が発生するような時、空がよく晴れていて夜間放射量が多く、朝の冷え込

みが激しい。こうした霧を放射霧といい、これが見られる時は春や秋には移動性高気

圧におおわれている。この霧は日が出ると次第に消え、その日は快晴となる。

これに対し低気圧が近づいて来る時にも、その前面では湿った南風が吹き込むため、

これが冷えて霧が発生することがある。ただこの場合には霧の層が厚く、空が曇って

いてやがて雨が降り出す。

– 山で朝に濃い霧につつまれることがあるが、これは放射霧であるか、低気圧が近づき

発生した霧であるかの判断がつきにくい。この霧が日が高くなるにしたがって薄くなる

ようなら放射霧であり、その日は晴天となると見てよい。

• ツバメツバメツバメツバメがががが低低低低くくくく飛飛飛飛ぶとぶとぶとぶと雨雨雨雨（（（（△△△△））））

– 湿度が高いと、えさとなる昆虫が低く飛ぶためと説明されるが・・
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楽楽楽楽しいしいしいしい観天望気観天望気観天望気観天望気（（（（３３３３））））

• 夕夕夕夕焼焼焼焼けはけはけはけは晴晴晴晴れれれれ（（（（◎◎◎◎＆＆＆＆××××））））

– 一般に日本では西から東へと天気が変わる。よって夕焼け

が見える時はこれから明日にかけてやってくる空に雲がな

い事を意味する。つまり明日は晴れで、移動性の高気圧と

低気圧が交互に通過する春や秋にはよく当たる。しかし、

夏には太平洋高気圧の影響で東から天気が変わることが

多いので、このことわざも鵜呑みにはできない。そのときの

雲と風で総合的に判断する必要がある。

• 悪天悪天悪天悪天をををを告告告告げるげるげるげる夕焼夕焼夕焼夕焼けけけけ

– 強風に流され真っ直ぐに伸びた帯状の巻雲（すじ雲）や高

層雲（おぼろ雲）などが浮かぶ夕焼けの美しさを増している

ときは、翌日の好天は望み薄。悪天を告げる夕焼けは雲と

あいまって真っ赤に染まっている。日没直前に紅色の空が

黒みを帯びる時は、悪天になることを覚悟した方が良い。

• 好天好天好天好天をををを告告告告げるげるげるげる夕焼夕焼夕焼夕焼けけけけ

– 西の空に浮かぶ雲も少なく、大気も澄んでいていかにもの

どかに暮れていく感じの夕焼け。空も黄色からオレンジ色

に変わり、次第にピンク色に変わっていく。まさに「夕焼け

は好天の兆し」そのもの。

楽楽楽楽しいしいしいしい観天望気観天望気観天望気観天望気（（（（４４４４））））

• 朝焼朝焼朝焼朝焼けはけはけはけは雨雨雨雨？（？（？（？（◎◎◎◎＆＆＆＆××××））））

– 一般に「朝焼けは雨の兆し」と言われることが多い。天気が

西から東へと移ることの多い日本では、朝焼けはすでに通

り過ぎた空に雲がない（好天であった）ことを示す。つまり、

そろそろ次の天気（＝悪天 ）がやってきますよという意味。

しかし、夕焼けと同様、時と場合によって 好天を告げる朝

焼けも有れば悪天を告げる朝焼けもある。むしろ「朝焼けは

雨」はあまり当てにならないと言った方が良い。

• 悪天悪天悪天悪天をををを告告告告げるげるげるげる朝焼朝焼朝焼朝焼けけけけ

– 低気圧の前面にのびる温暖前線にまつわる巻層雲（うす

雲）などがあると、 太陽がうすぼんやり輝いて見える。雨を

告げる雲に焼ける朝日は、太陽光線の関係で様々に色彩

を変えていくが、雲塊の陰に当たる部分が青みを帯びてど

ことなく 暗い感じがする。ことわざに「朝日の出づる時、雲

青く見ゆるは雨の兆し」 ともある。

• 好天好天好天好天をををを告告告告げるげるげるげる朝焼朝焼朝焼朝焼けけけけ

– 太陽が水平線から顔を出さないうちから、東の空が濃いピ

ンクからオレンジ 色に焼け始め、太陽が顔を見せる頃に次

第に黄色を増してくる、さらには白っぽい空に変わって行く

ようであれば、その日は好天と言える。ただ単に朝焼けだ

から・・ではなく、雲や光の変化の様子で判断した方が良い。

観天望気観天望気観天望気観天望気まとめまとめまとめまとめ

• 公式な天気予報に代替できるものではないが、湿度や雲の

構成などから、正確性が証明できるものも多い。海や山での

天候の急激な変化や、局地的な気象現象をつかむための補

完手段として知っておいたほうが良いものもある。

• 統計的に気象庁発表の天気予報の的中率は80％程度とい

われる。残る20％は観天望気から予知できる場合が多い。

船舶免許の試験で「現代においては天気予報が発達してい

るため、出航にあたり観天望気の必要はない」事の正否を問

われる問題が出されることがある。正解は「誤り」である。さ

ほど海上においては現在でも重要視されている。

• 山で利用しない手はない。

気象状況気象状況気象状況気象状況とととと雲雲雲雲のののの関係関係関係関係

• 雨の前には次第に雲が厚く低くなって雨雲(乱層雲)に
変わる。

• 雷の前には雷雲(積乱雲)が押し寄せてくる。
• 高積雲が現れたら完全に天気が悪くなる。
• 上層の雲が相反した方向に飛ぶ時は暴風雨になる。

• 台風の時絹雲が南西から北東に流れると台風が近づ

いている。

• 雲の頂がちぎれて乱れている時、山では強い風が吹

いている。
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大大大大まとめまとめまとめまとめ

• 事前のデータ収集が必須

– ＴＶの天気図を見る習慣づけ

– インターネット等を駆使しタイムリーな情報を得る

– 山用にデータの加工ができることは有用

– 過去の気象遭難に学び、どのような気圧配置がヤバいか把握する

– 観天望気などを普段から楽しんでおき、山の気象との関連を常に考

える習慣をつける

• 現場では

– 気圧配置と前線の動向、周辺の風向・風力などに注意し、この先ど

のような気象の傾向があるのか考えておく

– できれば天気図を書けるようにしておく（頭の中で）

– 残り20%は観天望気!!

サイトサイトサイトサイト紹介紹介紹介紹介：：：：気象気象気象気象のののの動向動向動向動向

• ウェザーニューズ： http://weathernews.jp/

– 見栄えはするがシロート向け

– 雨雲の分布予想がすぐれモノ

• 気象庁： http://www.jma.go.jp/jma/index.html

– あくまでもお役所仕事

– 過去のデータと防災気象におけるウィンドプロファイラがすごい！

• 日本気象協会： http://tenki.jp/

– 天気図が一番きれいで見やすいが全体的にシロート向け

– 登山天気が一年中ある

携帯携帯携帯携帯サイトサイトサイトサイト

• Yahoo天気：雨雲予想を6時間後

まで見ることができる（無料）

• ウェザーニューズ：100円/月

• 日本気象協会：100～105円/月

日本気象協会

山関連山関連山関連山関連のののの地域地域地域地域のののの情報情報情報情報

• 山と渓谷社山岳情報：

http://www.yamakei.co.jp/mountain/?place=0

– 山小屋からのレポートがかなり詳細に書かれている

• 丹沢情報：２ｍＳＳＢ ＡＬＰＩＮＩＳＴ ＧＲＯＵＰ

http://www.toron.co.jp/yama/index.htm

– 各山小屋などのリンク充実でがんばっている

• ライブカメラ： http://www.fujigoko.tv/live/list.html

– これは富士山の例。さすがは日本一の山!!



7

参考参考参考参考ＷｅｂＷｅｂＷｅｂＷｅｂサイトサイトサイトサイト

• Let’s 観天望気

– http://freedom.mitene.or.jp/~tsune/

• 速習、身につく観天望気

– http://homepage3.nifty.com/takagi7/od_tenki.htm

• 気象庁

– http://www.jma.go.jp/jma/index.html

• 奈良地方気象台

– http://www.osaka-jma.go.jp/nara/index.html

• 楽天用語集

– http://kobam.hp.infoseek.co.jp/meteor/pressure-pattern.html

• ネットの学校 –Hello School-

– http://yslibrary.cool.ne.jp/harorika021.htm



8月度研究会　

2009年8月26日

ベルニナ山岳会　伊藤　裕子

1 山岳雑誌から入手できる情報
参考 ： 山岳雑誌岳人　０９年１月号～

2 プロに聞く
佐藤のおいちゃん 好日山荘横浜店

青木さん ＩＣＩ石井スポーツ登山本店　ＪＣＣ

鏡内君 （元）好日山荘店員　当会会員

山岳ガイド　加藤美樹氏 ミキヤツ登山教室

3 総括：装備を選ぶ

4 実際に使ってみて
情報交換の時間

特別付録 先輩からの提案
山岳ガイド　菊地敏之氏 元当会会員　元ＪＣＣ会員



1 山岳雑誌から入手できる情報
参考 ： 山岳雑誌岳人　０９年１月号～　「山道具図鑑」

１月号 ガスバーナー

２月号 雪山ブーツ

３月号 アンダーウェア

４月号 マウンテンブーツ

５月号 お役立ち小物
ちなみに、『備忘録』は、元谷川山岳警備隊　馬場氏

６月号 レインウェア

７月号 テント

８月号 ダウンシュラフ
ちなみに、『備忘録』は、八木原　圀明氏
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2 プロに聞く

クライミングハーネスクライミングハーネスクライミングハーネスクライミングハーネス
マウンテンダックスから、新しくチョークバック付きで５千円代のものが発売されま
した。本格的アルパインには行かなくなっても、「ゲレンデは行ってみたい」，「家
族・友人用にもうひとつ」など、手頃なお値段と思います。

ＢＤ　ＡＴＣＢＤ　ＡＴＣＢＤ　ＡＴＣＢＤ　ＡＴＣガイドガイドガイドガイド
ブラックダイヤモンドが元祖の「ＡＴＣガイド」は、現在数ある確保器の中では一
番でしょう。
真似っこでペツルの出した「ルベルソキューブ」は、そっくりですが解除用の穴が
大きくなっていて解除しやすい。
ただしワイヤーの張り出しが小さいので、実際にはやや使いにくいのだそうで
す。色、可愛いんですけどね。

ファイントレックファイントレックファイントレックファイントレック
ウェアでお勧めなのは、パタゴニアじゃないですけど、「ファイントレック」。
これはどれだけ汗をかいても常に肌をさらさらに保つ優れもの。
濡れた体で稜線に出たって平気なので、体力のよけいな消耗を減らせるし、着
るものの調整も頻繁にする必要が無くなります。

フーディニフーディニフーディニフーディニＲＲＲＲ１１１１
パタゴニアの山用ベストセラーは、やっぱりフーディニＲ１でしょう。
目だし帽を服と繋げてしまうのはグッドアイデア。頸動脈を直接風から保護する
ので暖かい。
あとは逆の意味でダウンベストも良い。透湿性のない中間着ながら、ベストである
ことによって脇の熱をこもらせない。ただし、メーカーによっては分厚すぎてかな
らずしも中間着には適さない。

ロックシューズロックシューズロックシューズロックシューズ
最近は日本の道具屋が勘違いしてるのか、「ロックシューズ」が目に付きます。
これはヨーロッパなどアプローチが交通機関か氷河であって、長く歩くことを目
的としない岩登り用の靴です。なので足裏感覚が出るようにクッションは少なく硬
く、かつ細身でつま先も岩に乗り込み易いよう細く出来ています。
これで日本の山の長い歩きをこなせば、靴型が幅もないのでかなり辛いです。
見た目が派手なので売れるんでしょうか？

マジックパスタマジックパスタマジックパスタマジックパスタ
マジックライスのサタケから、あたらしく「マジックパスタ」シリーズが発売されまし
たお試しください。

ワイポアワイポアワイポアワイポア
石井スポーツのオリジナルブランドで、メリノウール100％のウエアです。
吸湿・速乾性は抜群。なんと言っても天然素材の肌触りの良さは格別です。
インナー、ミッダー各種取り揃えています。
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3 総括 ： 装備を選ぶ

⇒ 情報を活用する

何何何何のために、どのどのどのどの様様様様ななななものが必要なのか？

どのどのどのどの様様様様なななな商品商品商品商品が流通しているのか？

目的は？

用途は？

価格は？

重量は？

外部環境は？

汎用性？

応用力は？

重視するのは？　　価格？　耐久性？
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特別付録     先輩からの提案

こんにちは。元気で登ってますか？

研究会での「靴・ウェア・装備」ということですが、
そうですねえ、ガイド、というより私の立場からひとことアドバイスしますと、
まず、物を持つな、ということですかね。

なんせ日本の山ヤは物を持ちすぎます。
それでカメのように遅くて、まともなクライミングができない。
あるいは余計危険に陥る、か、まわりを危険に陥らせることが多い。

この際、ベルニナのような所の研究会では、
どこまで物を持たずに済むか、ということを研究してみても
いいんじゃないでしょうか。

ちなみに私は、たいていのマルチピッチで、ザックは背負いません。
水は持たないか、持ってペットボトルの小さいのを腰に下げるくらい。
防寒着は、モンベルのめちゃ小さくなるウィンドブレーカー1枚。
（これはポケットに入ります）
メシは無し、か、スッパグミ1袋をポケットに入れるくらい。
ヘッデンも持たず、か、BDのイオンを腰に。
だいたいこれで全てですね。
（こないだ錫杖岳登った時は、雨具をデイパックに入れて背負いました。
水もペットボトル500cc持ったけど、結局飲まなかった。バカみたい）
ヨセミテのマルチ（日本のアルパインよりよほど厳しいよ）登る奴らも、
これ以上のものを持っているのは見たことがありません。
日本のクライマーは、ちょっとおかしいよ。

ということで、ぜひ身のある研究会に。
皆様によろしく。
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7月 22日研究会議事録（9月 15日訂正） 

 

これまでの遭難と現在残るレリーフの経緯など： 

• 1964年（昭和 39年）7月 28日 29日 夏合宿剣岳 小窓尾根デルタフェースにおい

て、青野光博、毛木雄一の両君が墜落。西條チーフ時代で相当人数が合宿に参加した

が、ベルニナ史上初の死亡事故であり（創立以来 16 年）、消し去ることができないつ

らい経験となった（西條）。山学同志会などは創立 10年で 16名もの死者を出し、当時

としては創立以来 16年間無事故ということは、山岳会の誇りでもあった。 

当時のベルニナといえば剣岳の時代であり、「剣岳研究」書を発行しようと、意気込ん

でいた矢先の事故であった。この研究書には初登ルートもかなり含まれており、発行

されていれば相当の価値があったものと思う（西條）。この年の合宿では馬場島～立山

川ルート、及び池ノ谷～三ノ窓の二つのルートから入山し、三ノ窓にベースを作るよ

ていだった。雪が多い年でルンゼ 10近辺から雪渓がズタズタとなっており、入山自体

も困難であった。 

合宿 2 日目に土屋が落石で負傷し、チーフだった西條がその救助のために剣本峰へ向

かっていたころ事故が発生。2～3 ピッチ目において一方が墜落しハーケンが抜けたた

め二名とも墜落、死亡した。7月 30日、両君の遺体を二俣まで下ろし、荼毘に付され

た。 

当時の装備として、ロープはクレモナナイロンでハーネスなどはなく、直接体に結ん

でいたナイロンロープを使用した自家製ハーネスを使っていた。このため、墜落する

とロープに締め付けられ、人間の胴体が（相当に）絞られてしまうような現象がよく

起き、この事故においてもその例外ではなかった。また、斜上している時に墜落した

模様で、振り子のように振られたためにカラビナ（鉄製）の多くが捩られて破損して

いる状態であった。 

青野、毛木のパーティは当時の最強コンビと言ってよく、その事故の影響はその後の

活動においても計り知れないものがあった。このルートについては、前年に秦野、西

條で試登（雨のため下降）、事故の 2年後に金子、堀田（当時）に初登し雪辱を果たし

た。レリーフは 1969年（昭和 44年）1965年（昭和 40年）に設置された。 

• それ以前の事故としては、大木大九、西田パーティが谷川岳六ルンゼ左俣で墜落、怪

我を負いながらも救助されたことがあったが、大事には至らなかった。 

• 1972年 11月の連休、北鎌尾根~槍沢下降の予定で山に向かった鈴木俊明（当時チーフ）、

北沢和久の両君が槍沢で雪崩に遭った。この捜索のために、第 1 次隊として小島、堀

田など 6 名が取るものも取りあえず出発。相当の大雪であり、槍沢ヒュッテまで到達

できず音信不通となった。このため第 2 次隊が出発したが、釜トンネル出口が雪で埋

っている状態で進むに進めない状態であった。この時雪崩が発生し、相当人数が埋っ

てしまった。そのうちの一人、稲田幸雄が見つからず、最終的に川原まで落ちている

ことが後日翌日確認され収容された。 



第 1次隊ともしばらく音信不通が続き、マスコミに「三重遭難」として相当叩かれた。

当時は内田慶治が代表をつとめており、皆つらかった。 

槍沢の捜索は春以降も続き、雪渓に数十箇所もの穴を掘ったが結局見つからず、夏に

なってからようやく旧槍沢小屋上部の川原の屈曲部にて遺体を発見、収容した。 

これらのレリーフは槍沢に設置されたが、現在はステンレスのハーケンとして加工さ

れて保管されている。 

• 1985年 11月 3日 高鍋正史 富士山（春木） 

ローツェ遠征のための高所トレーニングとして、富士吉田口より高鍋、荻野が土曜日

に先行、後から渡部勲、春木が合流の予定であった。日曜日早朝、五合目より春木が

登っていると上から警官が下山して来、高鍋の病院における死亡確認を告げられた。

そのまま警察の車両で富士吉田の病院に向かったが、すでに遺体は富士吉田署に移さ

れ、そこで遺体の確認をした。 

事故は九合五勺で滑落し、そのまま燕（ツバクロ）沢八合目付近まで落ち、出血多量

で死亡した。要因としてはアイゼン、ピッケル等持っていなかったために、滑落初期

の段階での停止ができなかった模様。落ちた瞬間は荻野が目撃。高鍋はこの年、欧州

アルプスへ行き、その自信から積雪があるにも関わらず軽装で行ったのか、今でも詳

細は不明。 

• 1989年 10月 7日 松本拓也 谷川岳オジカ沢（堀江） 

この年の 6月 15日に入会し、半年も経たずに遭難した。原因は小村リーダーがオジカ

沢をヒツゴー沢と勘違いし入渓、ロープを付けずに滝の高巻きをしたため滑落した。

落ちた時点で滝つぼに浮いている状態であり、小村、土橋が急遽下降し引き上げ、心

臓マッサージと人工呼吸を行ったが、蘇生には至らなかった。 

新人として遭難したため、技術的に未熟なリーダーに山行の許可を出したリーダー会

の責任のあり方なども議論され、山行届けの基準もこの頃設定された背景がある。ま

た、心肺蘇生などもその後、積極的にトレーニングするようになったのは、この事故

が一つのきっかけとなった。 

• 2003年 3月 1日 下村広臣 谷川岳一ノ倉沢滝沢第三スラブ（尾山） 

当時チーフリーダーとして活躍していた下村が、単独で起こした事故。同じ時尾山、

渡辺（一美）が石楠花尾根を登攀しており、急遽現場に向かったが、既に収容は終わ

っていた。原因、経緯等は「追悼号」における検証を参照されたい。 

• 早くに逝った先輩たち（堀江） 

昭和 50年 3月 8日 増田進 50歳 

昭和 56年 8月 14日 内田慶治 54歳：丹沢岳ノ台に方位盤設置 

平成元年 中田竹夫 55歳 

岡部正雄 49歳 

山田義照 56歳 

東江新平 64歳 



２
０
０
９
年
　
夏
合
宿
食
料
案
　
(　
8
/
9
～
1
5
　
剱
岳
　
)

担
当
：
鏡
内
　
康
敬

月
日
曜
日

行
動

Ｍ
Ｌ

Ｄ

1
8
/
9

日
馬
場
島
　
⇒
　
池
ノ
谷
二
股

各
自

各
自

牛
丼

牛
丼
牛
丼

牛
丼
・ ・・・
わ
か
め

わ
か
め

わ
か
め

わ
か
め
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

2
8
/
1
0
月

池
ノ
谷
二
股
　
⇒
　
三
ノ
窓

普
通
食
（
1
）
ご ごごご
飯 飯飯飯
、 、、、
味
噌
汁

味
噌
汁

味
噌
汁

味
噌
汁
、 、、、
漬
物

漬
物
漬
物

漬
物

各
自

塩 塩塩塩
ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン
、 、、、
い
か
い
か
い
か
い
か
飯 飯飯飯

3
8
/
1
1
火

チ
ン
ネ
北
条
・
新
村
ｇ
ﾁ
ﾑ
ﾆ
ｰ
c
d
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
普
通
食
（
2
）
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ
（ （（（
ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー
・ ・・・
チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ
付 付付付
） ）））

各
自

カ
レ
ー

カ
レ
ー

カ
レ
ー

カ
レ
ー
、 、、、
コ
ー
ン
ス
ー
プ

コ
ー
ン
ス
ー
プ

コ
ー
ン
ス
ー
プ

コ
ー
ン
ス
ー
プ

4
8
/
1
2
水

六
峰
D
ﾌ
ｪｰ
ｽ
富
山
大
C
ﾌ
ｪｰ
ｽ
剣
稜
会
普
通
食
（
3
）
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ
（ （（（
ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー
・ ・・・
チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ
付 付付付
） ）））

各
自

親
子
丼

親
子
丼

親
子
丼

親
子
丼
、 、、、
た
ま
ご

た
ま
ご

た
ま
ご

た
ま
ご
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

5
8
/
1
3
木

休
養

普
通
食
（
4
）
か
に
か
に
か
に
か
に
雑
炊

雑
炊
雑
炊

雑
炊
、 、、、
魚
肉

魚
肉
魚
肉

魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ

ソ
ー
セ
ー
ジ

ソ
ー
セ
ー
ジ

ソ
ー
セ
ー
ジ

各
自

み
そ
み
そ
み
そ
み
そ
ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン
、 、、、
五
目

五
目
五
目

五
目
ご
は
ん

ご
は
ん

ご
は
ん

ご
は
ん

6
8
/
1
4
金

チ
ン
ネ
左
稜
線

普
通
食
（
5
）
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ
（ （（（
ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー
・ ・・・
チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ
付 付付付
） ）））

各
自

中
華
丼

中
華
丼

中
華
丼

中
華
丼
、 、、、
わ
か
め

わ
か
め

わ
か
め

わ
か
め
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

7
8
/
1
5
土

三
ノ
窓
　
⇒
　
馬
場
島
へ
下
山

普
通
食
（
6
）
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ
（ （（（
ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー
・ ・・・
チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ
付 付付付
） ）））

各
自

8
8
/
1
6
日

予
備
日

停
滞
食
（
1
）

ご ごごご
飯 飯飯飯
、 、、、
塩 塩塩塩
ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン

ラ
ー
メ
ン

飲
料

朝
コ
コ
ア

嗜
好
食

す
る
め
、
ゼ
リ
ー
（
手
作
り
）
、
ぜ
ん
ざ
い

晩
（
帰
幕
）

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

就
寝
前

日
本
茶

調
味
料

醤
油
・
塩
・
砂
糖
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

そ
の
他

ポ
カ
リ
ス
ウ
ェ
ッ
ト

ふ
り
か
け

調
理
器
具
中
コ
ッ
ヘ
ル
１
セ
ッ
ト
・
個
人
コ
ッ
ヘ
ル
・
し
ゃ
も
じ
・
お
玉



1

2009年6月24日

発表者： 福原 純子

1. 山での食事

2. バテにならない栄養学

3. 生活技術

4. 山での食事と生活技術に関するクイズ
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1. 山での食事

1）シチュエーションごとの食糧計画

2）食糧のパッキング方法

3）山での調理のコツ

2. バテにならない栄養学

1)バテのメカニズム

2)バテないための栄養学

3)バテないためのトレーニング
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3. 生活技術

1) テントの設営（整地方法、設営場所、無雪

期・積雪期の違い）

2) テント内の整理方法

3) 炊事の際の注意点、効率的な炊事、

4. 山での食事と生活技術

に関するクイズ
• ＜食料＞

1 次の食品は非常食・行動食に適すると思われるものだが、カコリーの高
い順に並べよ。（各100ｸﾞﾗﾑ）

①ココナッツ ②飴 ③チョコレート ④プロセスチーズ

２ レトルト食品の「レトルト」とはどういう意味か？

①持ち運びやすい携行食のこと

②発案者の名前のこと

③食材を入れる袋（パウチ）のこと

④加圧加熱殺菌用の釜のこと
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• ＜生活技術＞

3. ロッククライミングなどに使用されるハーネスはもともとどういう意味か。

①背負い紐 ②馬具 ③ 帯 ④オシメ

4.フリースの本来の意味はどれか。

①寒くても凍らない＝ノンフリーズ

②羊1頭から刈り取ったままの形の羊毛

③自由という意味のフリースタイル

④柔らかい風＝ブリーズの転訛

• 答え

1. ①→③→②→④ 2．④ 3．② 4．②



2009年春合宿　装備表

日程： ２００９／５／４～６（３日間）

装備品一覧

品名 数量 単位 備考 準備担当 返却担当
生活用具 住 テント（3人用） 本体 1 式 小エス 松本

ポール 1 組 松本
フライ 1 式 松本

竹ペグ 10 個 福原
ツェルト 1 張 ビバーク用 春木
銀マット 2 枚 春木、福原

スコップ 1 個 松本
食 ＥＰＩヘッド 2 個 春木、松本

〃カートリッジ 大 1 本 春木

〃カートリッジ 小 1 本 松本

コンロ台（ベニヤ板） 1 枚 まな板兼用 松本
コッフェルセット 1 組 中・小のｾｯﾄ品 福原
お玉 1 個 福原
しゃもじ 1 個 福原

雑貨 ローソク 1 本 松本
雑巾 1 枚 福原

登攀＆生活（ 天気 ラジオ 1 台 新しい電池で 松本
天気図用紙 3 枚 春木

救急 救急ｾｯﾄ 1 ｾｯﾄ 絆創膏、包帯、テーピングテープ、消毒液 春木
雑貨 ペンチ 1 個 春木

針金 適宜 春木
ガムテープ 適宜 春木
会旗 1 旗 春木

登攀用具 ザイル 1 本 50m　1/2 春木
緊急時対策 無線 1 台 松本

共　　　同　　　装　　　備



品名 数量 単位 重要度
生活用具 衣 ヤッケ 上下 1 組 Ａ

防寒着 2 枚 Ａ
靴下 2 組 Ａ
ロングスパッツ 1 組 Ａ
目出帽 1 個 Ａ
防寒シャツ 1 枚 Ａ
防寒タイツ 1 枚 Ａ
手袋 2 組 Ａ
オーバー手袋 1 組 Ａ
サングラス 1 個 Ａ
シャツ 1 組 Ａ
着替え 適宜 Ａ

食 ポリタンク 1 個 Ａ
食器 各自各自各自各自！！！！ 1 組 Ａ
武器 各自各自各自各自！！！！ 1 組 Ａ
コップ 各自各自各自各自！！！！ 1 個 Ａ
レーション 各自各自各自各自！！！！ Ａ
非常食 1 食 Ａ

住 個人マット 1 枚 Ａ
シュラフ 1 個 Ａ
　〃　カバー 1 個 Ｂ

雑貨 キジ玉 1 組 Ａ
ナイフ 1 個 Ａ
個人袋 1 枚 Ａ
ビニール袋 適宜 Ａ
タオル 1 枚 Ａ
洗濯ばさみ 適宜 Ｂ

その他 会員証 1 枚 Ａ
健康保険証 1 枚 Ａ
カメラ 1 台 Ｃ
ライター 2 個 Ａ
薬品類 Ａ
筆記具 1 式 Ａ
時計 1 個 Ａ
嗜好品 適宜 Ｂ
お金 適宜 Ａ

登攀＆生活用具 ザック 大 1 個 Ａ
ザックカバー 1 個 Ｃ
コンパス 1 個 Ａ
地図 1 枚 Ａ
ルート図 1 式 Ａ
ヘッドランプ 1 台 Ａ
替え電池 2 組 Ａ
テルモス 1 個 Ａ
携帯 Ａ
笛 Ａ

登攀具 ハーネス（ヒゲ付） 1 組 Ａ
環付カラビナ 1 枚 Ａ
カラビナ 適宜 枚 Ａ
シュリンゲ 適宜 本 Ａ
確保器、下降器 1 個 Ａ
ピッケル 1 個 Ａ
バイル 1 個 Ａ
アイゼン 1 組 Ａ
登山靴 1 足 Ａ
ヘルメット 1 個 Ａ

個　　　人　　　装　　　備
備考

予備：１

2㍑（共用装備として）
飯用・汁椀用、適宜
箸、ｽﾌﾟｰﾝ、ﾌｫｰｸ等

神奈川岳連会員証、ベルニナ会員証、保険カード

新品(ﾋﾞﾆｰﾙに入れて)

ﾃﾝﾄ内整理整頓用
防水用

電子ライター不可
（常備薬など個人用、日焼け止め、目薬）

８０８０８０８０Ｌ～Ｌ～Ｌ～Ｌ～

ＡＴＣ、ルベルソ等

１２本爪
アイゼンが装着可能なこと

予備：１



白馬岳主稜 サブ合宿計画 

 

計画概略： 

日 程 5 月 4 日（ 月 ) ～ 5 月 5 日( 火 ) 予備日  5 月 6 日まで 

山 域 白馬岳 主稜 目的 春季合宿 雪稜登攀 

メ ン バ ー CL： 春木俊秀、松本英郡、福原純子 

ル ー ト 

行 動 予 定 

5/4 朝発 

5/4 猿倉～白馬尻泊、主稜取付確認の偵察 

5/5 白馬尻～白馬主稜～白馬岳～大雪渓下降～白馬尻（または猿倉） 

5/6 帰浜 

大雪渓の状態いかんで小蓮華尾根下降 

登 攀 具 
3 点セット、ロープ 9mm×1 本 

各自）ハーネス、ピッケル、バイル 

幕 営 具 小エスパース、ツエルト各 1 

燃 料 大 EPI、小 EPI カートリッジ、ヘッド各 1 

装 備 

通 信 
携 帯 電 話  090-1733-7657 （ 春 木 ） 、 090-8055-8584 （ 松 本 ） 、

090-9108-0972（福原） 

食 料 通常食 3 日分                          非常食 1 食/人 

 



概念図： 
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マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト

3
5
/
4
月

三
ノ
窓
　
⇒
　
剱
岳
　
⇒
　
早
月
小
屋

普
通
食
（
3
）
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ
（ （（（
ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー
・ ・・・
チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ
付 付付付
） ）））

各
自

ジ
フ
ィ
ー
ズ

ジ
フ
ィ
ー
ズ

ジ
フ
ィ
ー
ズ

ジ
フ
ィ
ー
ズ
・ ・・・
α ααα
米 米米米
・ ・・・
干 干干干
し
し
し
ゃ
も

し
し
し
ゃ
も

し
し
し
ゃ
も

し
し
し
ゃ
も

4
5
/
5
火

早
月
小
屋
　
⇒
　
馬
場
島

停
滞
食
（
1
）
ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ
（ （（（
ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ッ
カ
ー
・ ・・・
チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ

チ
ー
ズ
付 付付付
） ）））

各
自

ジ
フ
ィ
ー
ズ
・
α
米

5
5
/
6
水

《
　
1
日
２
食
分
・
停
滞
食
　
》

ラ
ー
メ
ン

飲
料

朝
カ
フ
ェ
オ
レ

朝
食
後

紅
茶

テ
ル
モ
ス

紅
茶

晩
（
帰
幕
）

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

就
寝
前

日
本
茶

調
味
料

醤
油
・
塩
・
砂
糖
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

そ
の
他

ポ
カ
リ
ス
ウ
ェ
ッ
ト

ふ
り
か
け
・
肉
味
噌
・
蕗
味
噌
・
干
し
魚

調
理
器
具

中
コ
ッ
ヘ
ル
１
セ
ッ
ト
・
鎌
田
個
人
コ
ッ
ヘ
ル
・
し
ゃ
も
じ
・
お
玉
・
ゴ
ム
ベ
ラ



2
0
0
9
年
　
Ｇ
Ｗ
合
宿
　
剣
岳
・
小
窓
尾
根
　
　
装
備
表

担
当
：
伊
藤
　
裕
子

5
/
2
～
/
6
　
　
　
３
泊
４
日

馬
場
島
～
三
の
窓
～
剣
岳
～
早
月
尾
根
～
馬
場
島

分
類

品
目

数
量
備
考

現
在
地
準
備
担
当

名
称

数
量

備
考

数
量

備
考

テ
ン
ト

ガ
ビ
テ
ン

ガ
ビ
テ
ン

ガ
ビ
テ
ン

ガ
ビ
テ
ン
( (((ﾌ
ﾗ
ｲ

ﾌ
ﾗ
ｲ

ﾌ
ﾗ
ｲ

ﾌ
ﾗ
ｲ
付 付付付
) )))

1
鎌
田

鎌
田

ウ
エ
ア
移
動
ヤ
ッ
ケ

ヤ
ッ
ケ

ヤ
ッ
ケ

ヤ
ッ
ケ
( (((上
下

上
下
上
下

上
下
) )))

1
登
攀

登
山
靴

登
山
靴

登
山
靴

登
山
靴

1
銀 銀銀銀
マ
ッ
ト

マ
ッ
ト

マ
ッ
ト

マ
ッ
ト

2
鎌
田
・
伊
藤

靴
下

靴
下
靴
下

靴
下

2
ア
イ
ゼ
ン

ア
イ
ゼ
ン

ア
イ
ゼ
ン

ア
イ
ゼ
ン

1
竹 竹竹竹
ペ
グ
ペ
グ
ペ
グ
ペ
グ

1
0

鎌
田

ロ
ン
グ
ス
パ
ッ
ツ

ロ
ン
グ
ス
パ
ッ
ツ

ロ
ン
グ
ス
パ
ッ
ツ

ロ
ン
グ
ス
パ
ッ
ツ

1
ハ
ー
ネ
ス

ハ
ー
ネ
ス

ハ
ー
ネ
ス

ハ
ー
ネ
ス

1
ヒ
ゲ
付
き

タ
ワ
シ

タ
ワ
シ

タ
ワ
シ

タ
ワ
シ

1
不
要

目
出
帽

目
出
帽

目
出
帽

目
出
帽

1
ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

1
ス
コ
ッ
プ

ス
コ
ッ
プ

ス
コ
ッ
プ

ス
コ
ッ
プ
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

1
準
備
会

サ
ン
グ
ラ
ス

サ
ン
グ
ラ
ス

サ
ン
グ
ラ
ス

サ
ン
グ
ラ
ス

1
確
保
器

確
保
器

確
保
器

確
保
器
、 、、、
下
降
器

下
降
器

下
降
器

下
降
器

1
登
攀
具

９ ９９９
ｍ
ｍ
　
＊

ｍ
ｍ
　
＊

ｍ
ｍ
　
＊

ｍ
ｍ
　
＊

1
伊
藤

伊
藤

シ
ャ
ツ

シ
ャ
ツ

シ
ャ
ツ

シ
ャ
ツ

1
カ
ラ
ビ
ナ

カ
ラ
ビ
ナ

カ
ラ
ビ
ナ

カ
ラ
ビ
ナ

2
環
付
き

ツ
エ
ル
ト

ツ
エ
ル
ト

ツ
エ
ル
ト

ツ
エ
ル
ト
１ １１１
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

1
不
要

タ
イ
ツ

タ
イ
ツ

タ
イ
ツ

タ
イ
ツ

1
　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

2
カ
ラ
ビ
ナ

カ
ラ
ビ
ナ

カ
ラ
ビ
ナ

カ
ラ
ビ
ナ
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

3
鎌
田

上
着

上
着
上
着

上
着

1
シ
ュ
リ
ン
ゲ

シ
ュ
リ
ン
ゲ

シ
ュ
リ
ン
ゲ

シ
ュ
リ
ン
ゲ

3
1
2
0
㎝
以
上

シ
ュ
リ
ン
ゲ

シ
ュ
リ
ン
ゲ

シ
ュ
リ
ン
ゲ

シ
ュ
リ
ン
ゲ
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

3
1
8
0
c
m
以
上
含
む

鎌
田

手
袋

手
袋
手
袋

手
袋

2
ピ
ッ
ケ
ル

ピ
ッ
ケ
ル

ピ
ッ
ケ
ル

ピ
ッ
ケ
ル

1
ハ
ー
ケ
ン

ハ
ー
ケ
ン

ハ
ー
ケ
ン

ハ
ー
ケ
ン
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

2
鎌
田

オ
ー
バ
ー

オ
ー
バ
ー

オ
ー
バ
ー

オ
ー
バ
ー
手
袋

手
袋
手
袋

手
袋

1
バ
イ
ル

バ
イ
ル

バ
イ
ル

バ
イ
ル

1
竹
竿

竹
竿
竹
竿

竹
竿
・ ・・・
赤
布

赤
布
赤
布

赤
布
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

5
不
要

幕
営
防
寒
着

防
寒
着

防
寒
着

防
寒
着

1
羽
毛
服
等

ワ
カ
ン

ワ
カ
ン

ワ
カ
ン

ワ
カ
ン

1
不
要

食
事

中 中中中
コ
ッ
ヘ
ル

コ
ッ
ヘ
ル

コ
ッ
ヘ
ル

コ
ッ
ヘ
ル

1
中
の
み

準
備
会

テ
ン
ト
シ
ュ
ー
ズ

テ
ン
ト
シ
ュ
ー
ズ

テ
ン
ト
シ
ュ
ー
ズ

テ
ン
ト
シ
ュ
ー
ズ

1
あ
れ
ば

ナ
イ
フ

ナ
イ
フ

ナ
イ
フ

ナ
イ
フ

1
鎌
田

鎌
田
鎌
田

鎌
田
ク
ッ
カ
ー

ク
ッ
カ
ー

ク
ッ
カ
ー

ク
ッ
カ
ー
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

1
セ
ッ
ト
鎌
田

鎌
田

幕
営

食
ポ
リ
タ
ン
ク

ポ
リ
タ
ン
ク

ポ
リ
タ
ン
ク

ポ
リ
タ
ン
ク

1
2
㍑

救
急

携
帯
電
話

携
帯
電
話

携
帯
電
話

携
帯
電
話

1
お おおお
玉 玉玉玉

1
準
備
会

コ
ッ
ヘ
ル
セ
ッ
ト

コ
ッ
ヘ
ル
セ
ッ
ト

コ
ッ
ヘ
ル
セ
ッ
ト

コ
ッ
ヘ
ル
セ
ッ
ト

1
保
険
証

保
険
証

保
険
証

保
険
証

1
し
ゃ
も
じ

し
ゃ
も
じ

し
ゃ
も
じ

し
ゃ
も
じ

1
準
備
会

武
器

武
器
武
器

武
器

1
会
員
証

会
員
証

会
員
証

会
員
証

1
ガ
ス
ガ
ス
ガ
ス
ガ
ス
大 大大大
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

2
準
備
会

コ
ッ
プ

コ
ッ
プ

コ
ッ
プ

コ
ッ
プ

1
好
み
で

そ
の
他
キ
ジ
キ
ジ
キ
ジ
キ
ジ
玉 玉玉玉

1
ガ
ス
ガ
ス
ガ
ス
ガ
ス
小 小小小

1
準
備
会

住
個
人

個
人
個
人

個
人
マ
ッ
ト

マ
ッ
ト

マ
ッ
ト

マ
ッ
ト

1
個
人
袋

個
人
袋

個
人
袋

個
人
袋

適
量

ヘ
ッ
ド

ヘ
ッ
ド

ヘ
ッ
ド

ヘ
ッ
ド
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

2
伊
藤

シ
ュ
ラ
フ

シ
ュ
ラ
フ

シ
ュ
ラ
フ

シ
ュ
ラ
フ

1
ビ
ニ
ー
ル

ビ
ニ
ー
ル

ビ
ニ
ー
ル

ビ
ニ
ー
ル
袋 袋袋袋

適
量
防
水
用

雪 雪雪雪
ポ
リ
ポ
リ
ポ
リ
ポ
リ

3
伊
藤

シ
ュ
ラ
フ
カ
バ
ー

シ
ュ
ラ
フ
カ
バ
ー

シ
ュ
ラ
フ
カ
バ
ー

シ
ュ
ラ
フ
カ
バ
ー

1
タ
オ
ル

タ
オ
ル

タ
オ
ル

タ
オ
ル

適
量

ブ
ス
ブ
ス
ブ
ス
ブ
ス
板 板板板

2
鎌
田

鎌
田

行
動

ザ
ッ
ク

ザ
ッ
ク

ザ
ッ
ク

ザ
ッ
ク

1
ラ
イ
タ
ー

ラ
イ
タ
ー

ラ
イ
タ
ー

ラ
イ
タ
ー

2
電
子
ﾗ
ｲ
ﾀ
ｰ
不
可

そ
の
他

ラ
ジ
オ

ラ
ジ
オ

ラ
ジ
オ

ラ
ジ
オ

1
鎌
田

鎌
田

２ ２２２
万 万万万
５ ５５５
千
図

千
図
千
図

千
図

1
ｴ
ｱ
ﾘ
ｱ
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟも
可

筆
記
具

筆
記
具

筆
記
具

筆
記
具

1
天
気
図

天
気
図

天
気
図

天
気
図

5
鎌
田

鎌
田

コ
ン
パ
ス

コ
ン
パ
ス

コ
ン
パ
ス

コ
ン
パ
ス

1
時
計

時
計
時
計

時
計

1
救
急

無
線

無
線
無
線

無
線
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

1
松
本

準
備
会

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

1
軍
手

軍
手
軍
手

軍
手

1
応
急

応
急
応
急

応
急
セ
ッ
ト

セ
ッ
ト

セ
ッ
ト

セ
ッ
ト
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

1
鎌
田

鎌
田

予
備
電
池

予
備
電
池

予
備
電
池

予
備
電
池

2
L
E
D
以
外
は
3
ｾ
ｯ
ﾄ

薬
品
類

薬
品
類

薬
品
類

薬
品
類

適
量

テ
ル
モ
ス

テ
ル
モ
ス

テ
ル
モ
ス

テ
ル
モ
ス

1
お おおお
金 金金金

適
量

行
動
食

行
動
食

行
動
食

行
動
食

4
停
滞
日
含
ま
ず

温
泉

温
泉
温
泉

温
泉
セ
ッ
ト

セ
ッ
ト

セ
ッ
ト

セ
ッ
ト

1
非
常
食

非
常
食

非
常
食

非
常
食

2
日
焼
け
止
め

分
類

共
同
装
備

共
同
装
備

共
同
装
備

共
同
装
備

個
人
装
備

個
人
装
備

個
人
装
備

個
人
装
備

2
0
0
9
/
8
/
2
0









メ
ニ

ュ
ー

材
料

調
味

料
調

理
器

具
特

記
事

項

3
1
日

（
水

）
夕

食
鶏

肉
鍋

鶏
肉

3
0
0
ｇ
、

白
菜

1
/
4
、

春
雨

1
/
2
袋

、
麩

1
/
2
袋

葱
1
本

、
に

ら
1
 1

/
2
束

、
牛

蒡
1
本

、
う

ど
ん

3
玉

醤
油

、
み

り
ん

、
酒

、
塩

鍋
、

ガ
ス

、
菜

箸
、

包
丁

、
ア

ル
ミ

ホ
イ

ル
、

厚
手

の
ビ

ニ
ー

ル
袋

o
rジ

ッ
プ

ロ
ッ

ク

に
ら

は
1
/
2
束

残
し

て
１

月
2
日

朝
に

使
用

す
る

。
だ

し
が

出
た

ス
ー

プ
は

、
翌

日
の

お
雑

煮
に

使
用

す
る

。
そ

の
ス

ー
プ

で
あ

ら
か

じ
め

、
根

菜
類

は
夜

に
煮

て
お

く
。

あ
ま

っ
た

ス
ー

プ
は

、
お

麩
に

水
分

を
吸

わ
せ

て
、

食
べ

て
し

ま
う

。

1
日

（
木

）
朝

食
お

雑
煮

、
漬

物
鶏

肉
1
0
0
ｇ
、

牛
蒡

1
/
2
本

、
人

参
1
/
2
本

、
大

根
1
/
4
本

、
里

芋
5
個

、
蒲

鉾
1
/
2
個

、
餅

6
個

醤
油

、
み

り
ん

、
酒

、
塩

上
記

他
網

焼
き

1
日

（
木

）
夕

食
す

き
焼

き
牛

肉
5
0
0
ｇ
、

白
菜

1
/
4
、

春
雨

1
/
2
袋

、
ｘ

葱
1
本

、
春

菊
1
束

、
卵

3
個

、
焼

き
豆

腐
1
丁

、
う

ど
ん

3
玉

醤
油

、
み

り
ん

、
酒

、
砂

糖
割

り
下

を
余

分
に

作
っ

て
翌

日
に

使
用

す
る

。
あ

ま
っ

た
ス

ー
プ

は
、

お
麩

に
水

分
を

吸
わ

せ
て

、
食

べ
て

し
ま

う
。

2
日

（
金

）
朝

食
牛

丼
、

に
ら

卵
ス

ー
プ

、
漬

物
牛

肉
2
0
0
ｇ
、

玉
葱

1
個

、
無

洗
米

醤
油

、
み

り
ん

、
酒

、
砂

糖
別

途
鍋

１
個

必
要

に
ら

1
/
2
束

、
卵

2
個

コ
ン

ソ
メ

、
塩

、
コ

シ
ョ

ウ
、

片
栗

粉

毎
夕

食
後

の
お

酒
、

つ
ま

み
お

酒
（
日

本
酒

？
）
、

乾
き

物
、

漬
物

・
野

菜
は

、
新

聞
紙

に
包

む
。

・
調

味
料

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
移

し
変

え
る

。
・
お

肉
は

ジ
ッ

プ
ロ

ッ
ク

に
移

し
変

え
る

。
・
卵

、
豆

腐
は

ど
う

い
う

風
に

持
っ

て
い

き
ま

し
ょ

う
か

？

・
行

動
食

は
、

各
自

で
用

意
す

る
と

い
う

こ
と

で
よ

ろ
し

い
で

し
ょ

う
か

？
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